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北上 川 表 流水 (御所 ダム ) 


北上 市 二子 町 坊 千 





北上 市 二子 町 坊 舘 
33,000nf 
64800m 
60.264m 

平成 30 一 令 和 8 年 度 
約 176 億 円 


北上 工業 団地 





令 和 5 年 4 月 (第 1 期 ) 
令 和 7 年 3 月 (第 2 期 ) 
令 和 9 年 3 月 (第 3 期 ) 


114.762 (北上 中 部 工業 用 水道 全体 ) 
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建設 中 の 浄水 場 


岩手 県 で は 、 県 内 人 口 の 減少 の 要因 と な っ て いる 若年 層 の 県 
外 転 出 等 に 歯止め を か ける た め 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 
が 得 ら れる 仕事 を 創出 し よう と 、 企 業 誘致 を 積極 的 に 進め て い 
ます 

北上 工業 団地 内 に 新た な 企業 が 進出 し 、 今 後 の 規模 拡大 や 関 
連 産 業 企業 の 立地 が 期待 され 、 北 上 工業 団地 に お ける 工業 用 水 
の 需要 の 更 な る 増加 が 見 込ま れる こと か ら 、 工 業 用 水 を 安定 的 
に 供給 する た め に 、 新 た な 浄水 場 を 建設 し て いま す 。 

な お 、 今 後 の 工 業 用 水雷 要 の 増加 に 応じ て 、 段 階 的 に 塗 水 施 
設 を 整備 し て いく 計画 と な っ て いま す 。 























新 北上 浄水 場 完成 イメ ー ジ 図 
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工業 用 水道 の し くみ 





1. 河川 や ダム な どか ら 工 業 用 水 の 元 と な る 水 (原水 ) を 取水 し ます 。 
2. 原水 は 沈砂 池 を 経由 し て 沈殿 池 に 運ば れ ま す 。 
3. 沈殿 池 で は 、 原 水 に 薬品 (※) を 注入 し 、 か く は ん 装置 で か く は ん し ます 。 や が て 水 と 水 に 含ま れ て いる 汚 
泥 等 に 分 離し ます 。 
4. これ に より で きた 水 が 工 業 用 水 と し て 配水 池 を 経由 し て 工場 に 運ば れる ほか 、 さ ら に より 不純 物 を 含ま な い 
工業 用 水 を 作る た め に 、 ろ 過 器 に 運ば れ ま す 。 

また 、3 の 過程 に より 発生 し た 汚泥 等 は 、 汚 泥 池 を 経由 し て 濃縮 槽 に 運ば れ 、 そ こ で 、 さ きら に 水 と 汚泥 等 に 
分 離さ れ 、 水 は 原水 と し て 沈 破 池 へ 運ば れ 再 利用 され 、 汚 泥 等 は 加 圧 脱水 機 に 運ば れ ま す 。 
5. ろ過 和 器 で は 、 薬 品 が 注入 され 、 さ ら に より 不純 物 を 含ま な い 工 業 用 水 (ろ過 水 ) が 作ら れ 、 配 水池 を 経由 し 
て 工場 に 運ば れ ま す 。 
6. また 、 ろ 過 の 過程 で 発生 し た 汚泥 等 は 、 汚 泥 池 を 経由 し て 濃縮 槽 に 運ば れ 、 そ こ で 、 さ ら に 水 と 汚泥 等 に 分 
離さ れ 、 水 は 原水 と し て 沈砂 池 へ 運ば れ 再 利用 され 、 汚 泥 等 は 加 圧 脱水 機 に 運ば れ ま す 。 
7.4 と 5 に より 加 圧 脱水 機 に 運ば れ た 汚泥 等 は 、 水 分 を 抜い た うえ で 、 産 業 廃棄 物 と し て 処理 し て いま す 。 

















※ 薬 品名 

PAC : ポリ 塩化 アル ミニ ウム (凝集 剤 ) 
HCI : 塩酸 (pH 調整 剤 ) 

NaOH : 昔 性 ソー ダ (pH 調整 剤 ) 
NaCIO : 次 亜 塩 素 酸 ナトリウム ( 除 鉄 剤 ) 
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